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教職員組織に対する「社会に開かれた教育実践奨励賞」は
教職員同士や専門的な職員等との連携・分担といった組織
的な取組による、特に顕著な成果を基準として選考。
今回は④特別活動や部活動等の指導による、児童生徒の
育成における特に顕著な成果で表彰をいただきました。

令和４年度（２０２２年度）くまもとＩＣＴコンテスト ＩＣＴ活用指導部門
学校全体・学年・クラス・部活動等のグループで児童・生徒のＩＣＴ活用を推進した教職員等の取組等

具体的な取り組みや応募した活動内容については、２ページ目で紹介しています！
高等学校としての〈ICT活用指導部門〉での受賞は本校のみです。



【家庭】ホームプロジェクト発表

・全員にわかりやすい画面で紹介できる
・情報を共有できる ・写真等の加工が容易
・スプレッドシートを用いて調理実習の計画を立案

【国語】考査前の復習と自己評価

・授業内容の復習をスライド資料で
（漢詩の詩の形式、押韻、対句、詩の内容）
・自己評価においてGoogle Formsを活用

・自分のペースで学習して模範解答を確認
→効果的な復習ができる。
・自己評価で自己肯定感の向上につながった

【体育】ダンス練習で活用

・インターネットを使って、創作の材料を調べる
・ラジカセに代わり、音源として活用する
・映像を撮り、練習での修正に活用する
→実技全般で技術向上を目指して映像の撮影
・授業の感想・課題の提出

【生物】掲示版Miroを活用

・教室のどこでも誰もが画面上で板書を確認
できる
・解説や説明が記録されるため、授業時は教
師の発言に耳を傾け、家庭で復習ができる

・授業プリントの写真をアップロードさせ、
オンライン上で回収・採点・返却ができる
・採点データを出力し、成績処理を効率よく、
正確に行うことができる

【理科】GoogleClassroomを用い
た提出物の回収・採点・返却

・授業での利活用
・生徒掲示版（miro）
・国際交流
・常設スタジオ
・自動採点システム
・カラー複合機


